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イユ群 (以下 MW 群と表記)と呼ばれ,現在でもさかんに研究されている.
MW 群はモーデル ･ウェイユの定理より有限生成アーベル群であることが知られている.その階数は
特に難しく,解析的な方法を含むさまざまな方向から研究されている.奈良忠央氏は,その中でも明らか
な3点を有理点に持っ6次のツイストの楕円曲線の族を調べ,その3点が独立であることと,その中の任
意の2点がねじれを法としてMW 群の基底の一部になることを証明した.また,2次のツイストを持っ
楕円曲線の族で明らかな有理点を持っものを構成し,そのほとんどのものが,ねじれではなく,原始的で
あることを証明した.この証明においては,標準高さ関数の精密な評価を局所高さ関数を使って計算し,
シクセックの定理に巧妙に帰着させている.その計算は非常に膨大で､コンピューターによる計算も行っ
ている.また,標準高さ関数の下からの評価を証明する際には,等分多項式の間に成立する恒等式をみつ
け,それによりより精度の高い評価を得るなど,オリジナリティーの高い仕事を行った.これからもわか
るように,奈良忠央氏は自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示してい
る.したがって,奈良忠央提出の博士論文は,博士 (理学)の学位論文として合格と認める.
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